
取 組 の 効 果

取組の様子

本校のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

＊児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

東京都立
多摩桜の丘学園

【さくら運送】
● 地域住民のお買い物支援活動として、

スーパーでの購入物品を自宅まで運ぶ活動。
● 地域の方々に貢献するだけでなく、貴重な交流の場となっている。

【東京ヴェルディ1969（株）「ヴェルレンジャー」】
● ヴェルレンジャーとの共同での体育授業実践。

児童・生徒の特性に応じた基礎的なボール運動や、体づくり運動。

● 新型コロナウイルス感染症感染対策の中、年間16回実施。運動やスポーツに
対する児童・生徒の意欲に向上が見られ、以前にもまして主体的、積極的に
取組むようになった。

【ユニセフ共同募金・ダルニー奨学金協力活動行】
● 募金活動、書き損じはがきやインクカートリッジの回収を通じての寄付。

● 募金活動5万円、書き損じはがきインクカートリッジの回収による寄付
10万円以上を募ることができた。

ユニセフ共同募金・ダルニー奨学金協力活動
永山駅、聖蹟桜ヶ丘駅にて募金活動を行う。

東京ヴェルディ1969（株）ヴェルレンジャーさくら運送
買い物支援。荷物を自宅まで運びます。

（肢体不自由）77人＊、（知的障害）279人＊

東京都多摩市

学校経営理念「共生と貢献」のもと、オリンピック・パラリンピック教育を全校教職員で
推進している。地域と連携した実践により、住民との絆を一層強固にしている。


